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成人看護学（慢性期）教育に擬似体験を取り入れる検討
� 重症神経難病患者の「身体不動性」擬似体験のレポート分析から �

中尾美幸�� 　野坂久美子��

は じ め に

本学成人看護学の慢性期講義では，慢性疾患を抱
えた人を看護するために必要な能力を養うことをね

らいとしている．それは，慢性疾患を抱えた人が，
疾患の経過が緩やかであったり，増悪・緩解を繰り
返す時期であったり，進行していたり，ターミナル
期であったりとさまざまな病期をたどるその看護を
総合的に見ることができることを意図している．
難病の看護への大学教育のありかたについて，吉

田らは，無理のない重症筋萎縮性側索硬化症（以下
�
�とする）患者との関わりを持つことや現場の支
援について挙げている��．しかし，先進的な�
�支

援の行われている吉田らの状況と筆者らの状況は違
うこと，本学での慢性期の講義において，難病を取
り上げるに当たっては，障害を持って生活する支援
を行うという目的の �疾患であるという認識から，
難病の看護については講義で取り上げている．

�年前より，筆者らは，慢性期看護学の講義の際，
演習などを取り入れている．それは，講義を組み立
てる際，学生の意欲の向上・学習効果を上げるため
に技術の体験（インスリン注射，フットケアなど），

患者の体験談（糖尿病）などを取り入れ，実際の看護
のイメージを容易にすることを目的としている．難
病の看護については，患者の立場に立った看護を提
供するために，その状態を自分たちが擬似体験する
ことも �つでも多くの技を習得するという目的で，
意味があるのではないかと考えた．
擬似体験を講義に導入するにあたり看護教育にお

ける体験学習の効果を検討したところ，菊池らは，
「身体障害を持って生活する」は体験学習の �方法

として �
�患者の擬似体験も行い，学生が障害に
ついての学習，障害をもつ人に対する態度，援助に
ついての学習，身体機能や自己認識についての気づ
き，学習意欲の喚起があったと述べていた ��．さら

に学生は体験をする中で，負の感情を持つことはあ
るが，同時に建設的な捉え方をしていたこと，キャ

ンパス外での生活経験を含めた気付きという多面的
な効果が得られたり，学生の学習意欲が高まるとの
効果を述べていた．
しかし，こうした「身体障害を持って生活するこ
と」を計画して多面的な効果を得るという方法を
行っている研究はほとんどなかった．そこで，本研
究では，学生が行った重症神経難病患者の「身体不
動性」の擬似体験内容を明らかにし，これから神経
難病を持つ患者に対しての障害・援助方法の理解を

深め，本学における慢性期看護学の教育のあり方の
一資料とすることを目的としている．

研 究 方 法

�．対象

�大学看護学専攻 �年生��名（医療系大学）
学生は，基本的な解剖・生理学の講義は終了して

おり，難病の看護については，成人看護学（慢性期
看護）の難病の看護（�	分× �回）でパーキンソン
病，�
�を取り上げている．しかし，擬似体験前の
イメージの先行を避けるため，視聴覚教材は使用し

ていない．
�．データ収集期間

平成�
年 �月末� �月末
�．データ収集方法

成人看護学の慢性期講義の中の，神経難病看護の
講義の単元において，重症神経難病患者の擬似体験
を行い，感想を � �用紙 �枚程度にまとめるよう指
示した．自由記載としたのは，学生が枠組みによっ
てとらわれないようにするためである．擬似体験の

際には，��重症神経難病患者（身体不動性患者）をイ
メージすること，���	分間，頭も身体も一切動かさ
ないこと，を条件とした．時間の設定は，前年度の
同じ設定の結果から，学生の感想から，時間の経過
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を追って体験していたこと，個人差はあるが，���	
分の間に身体不動の苦痛や気付きを感じていたこと
から，�	分と設定した．回収は，学内のレポート回
収ボックスを利用し，�ヶ月間，学生が随時提出で

きるようにした．
�．倫理的配慮

講義の際にこの感想をまとめることを学生に伝え，
個人が特定されることがないことを説明し，感想を
データとして使用することが困ると思うものは自由
に申し出るよう口頭で説明した．
�．分析方法

分析は，質的帰納的に行った ����．学生の感想の
中から，擬似体験をすることで学んだこと，感じた

ことを表現していると思われる内容を含んだ文章を
�文として抽出した．抽出した文は，共通した内容
のものをまとめ，カテゴリー化した．
カテゴリー化の作業は，データの表す概念を定義

するものは何かについて示し，その定義・データの
内容が研究者間で一致するまで行った．カテゴリー
化された概念は，それぞれのキーワードの用いられ
た頻度，前後の関係を検討した．
結果の信頼性と妥当性については，神経難病看護

の経験が �年以上の研究者 �名と質的研究の経験の
ある研究者 �名で，分析した言葉について，先入観
や思い込みがないか，客観的に表しているか，意見
が一致するまで行った．

結 果

擬似体験からの学びに関連した内容を含む文を抽
出したところ，データ数は，
��となった．データ
の内訳は，【 ��看護者としての他者理解（�	）】【 ��

看護の考え方の変化（��）】【 ��看護援助に対する具
体的方法の示唆（
�）】【 ��患者の心身の変化への気
づき（���）】【 ��患者，家族に対する思い（��）】の
�つのカテゴリーとなった（表 �）．

擬似体験からの学びのサブカテゴリーと学生の感
想を表 �に示した．なお，以下の文中の斜体は学生
の感想とし，ゴシック体はサブカテゴリーを示す．
�．【 ��看護者としての他者理解】

これらは，将来自分が看護者として在るためにな
りたい姿であったり，そのために自分が心がけたい
という内容が含まれているものとした．この中には，
「今後，こういった疾患を持つ患者さまの看護を行う
にあたっては，常に患者さまの小さな表情の変化など
に敏感に反応できるように，多数のアンテナを張り
巡らせてその真意をキャッチし，患者さまが少しでも
安楽に，満足頂けるようなケアを提供していきた
い：変化に気付くこと」「たった�	分，身動きがと
れないだけでこんなに辛いと思っていなかったため，
私が実際に神経難病の患者様を受け持った場合少し
でもその方の辛さを理解しながらケアしていくこと
が大切だ：相手を理解する気持ちの重要性」などが
あった．

�．【 ��看護の考え方の変化】

これらは，擬似体験を行うことで，今まで自分が
持っていた看護に関係する考え方が変化したものと
した．それらは，＜考え方の転換（正）＞と＜考え
方の転換（負）＞の �つに大別された．
＜考え方の転換（正）＞としては，「一人でも，ま
た，時間をかけなくても，患者様のためにできるこ
とはたくさんあると思った．：考え方の変化」の一方
で，「このような患者様やご家族の心を思った
とき，あかの他人の看護師に果たして精神的な援助な

表 � 擬似体験からの学びとその定義
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表 � 擬似体験からの学び（サブカテゴリー）と学生の感想

どできるのだろうか：看護の可能性への疑問」と
いった＜考え方の転換（負）＞もあった．
�．【 ��看護援助に対する具体的方法の示唆】

これらは，神経難病の看護を実際に行っていくと
したら，どのような看護を提供していくかといった
看護の具体的な内容・方法について述べられている
ものとした．それらは，「リハビリ関係」・「生活に合

わせること」・「環境調整」・「体圧防止」・「コミュニ
ケーション」についての �つの内容に大別された．
最も多かったのは，「視界が限られているので患者
さんのケアを行うときには，必ず声をかけてから行う

ようにしていかなければならない：声掛けの必要性」
に代表される精神的な援助で，ついで「環境を整える
（小まめな清掃をし，部屋をきれいにしておく．ま
たテレビの位置など見える位置に）：環境調整」「そ
のためにクッションや枕などの物品を使ったり，適
宜体位変換を行っていくという手段がある．：体圧
分散・体位変換」についての意見が多かった．

�．【 ��患者の心身の変化への気づき】

これらは，擬似体験を行っている最中に患者とし
て感じた身体の変化の状況を述べているものとした．
大きくは，普段気付かない体験中の身体の変化と，
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同一体位・動けないことによる痛み・痒み・精神的
な苦痛の �つに大別された．
普段気付かない体験中の身体の変化としては，「普
段何も考えず寝ころがっているときよりも物音や時
間，人の声，自分の体の向きや手の位置などすごく
気になりました．：感覚への敏感さ」や聴覚の鋭さ
があった．
また，同一体位・動けないことによる身体的・精

神的苦痛に関しては，「また，体験中は，なぜか普段
横になっている時には何とも思わなかった布団さえ
も重く感じ，足元がしびれてしまいそうであった．：身
体的苦痛（痺れ）」，「それが当たり前と思っていて，
それができなくなる事の辛さなんて考えた事がな
かった．：精神的苦痛（できなくなることへのつら
さ）」などがあった．
�．【 ��患者，家族に対する思い】

これらは，【 ��患者の心身の変化への気づき】と同
じく擬似体験を行ってわかったことであるが，心身
の変化の体験との違いは，患者としてではなく，自
分から見た患者への思いとして捉えているところが
【 ��患者の心身の変化への気づき】と異なっていた．
これらに最も多かったのは，「こんな状態が一生続
くかと思うと，考えるだけで私には耐えられないと
思いました．：生きがいへの疑問」といった負の感
情だった．
また，負の感情まではわからないが，「神経難病
の人は，この状態でどのようなことを考えて生きて
いるのか，体験を通して改めて考えさせられまし
た．：患者の生きる意味」について述べているものも
あった．
その他，「ずっとこの調子で日々過ごされている

��
の方自身はもちろん，家族の方もとても大変だ
ろうと思った．：家族の負担」などがあった．

考 察

�．神経難病患者擬似体験からの学び

�
�患者の実際の意見として，金正は，�
�患
者の不確かさは，身体変化の領域で「症状になじめ
ない」「コントロール感覚を取り戻せない」，時間経
過の変化の領域で「今の生活状態にいることの揺ら
ぎ」「未整理なことに対する思いの留まり」「病気の
先行きの見込めなさ」，他者や家族との関係の変化

の領域で「他者に表出する気持ちの減退」「家族を巻
き込むことへの不本意さ」「家族とのつながり感の
薄れ」，存在意味の領域で「生を問う手応えのなさ」
の �領域 �カテゴリーが抽出されたという��．学生
の学びからは，「不安（今後の生活など）」「家族の負
担」「擬似体験により，患者が考える生きる意味」な

ど �領域については，同様の学びが得られていた．
しかし身体変化の領域については，痛み・痺れなど
苦痛や変化は出ていたが，その苦しさを何とか克服
しようという�
�の患者の認知的状態については，

学生の学びからは見つからなかった．これは，�	分
間の擬似体験であったこと，今回の教員からの指示
内容ではイメージが難しかったことから違いが生じ
た可能性がある，と考えた．
また，家族の負担について少数ではあったが触れ

られていた．在宅生活をしている �
�患者や家族
は，単なる介護の負担以上に，生死に関わる責任の重
さ・選択のつらさなどを抱えている��が，これらに
ついては，擬似体験のみでは学ぶことは困難である

ため，フィードバックの際に伝えていく必要がある．
学生の学びとしては，菊池ら ��と同様，学生が障

害についての学習，障害をもつ人に対する態度，援
助についての学習，身体機能や自己認識についての
気づき，学習意欲の喚起があった．これらについて，
藤岡は，体験から得られる新鮮な発見や気づきは学
習への興味を深めたり，動機付けとなると述べてお
り��，今回は，発見や気づきと動機付けとの関係は
見ていないが，今後は学生の気づきを更なる学習へ

の興味などにつなげるフィードバックが必要である．
また，今回，方法として「�	分間，頭も身体も一切
動かさないこと」を設定したため，負の体験が全体
でも半数程度の割合を示したが，身体や心の快・不
快などを体験することで，どのような援助をしたら
よいかという方法論と援助する看護者としての自己
洞察ができると藤岡が述べるように，負の体験から
自分たちがこれから行うであろう看護への展望へと
結びついていた��．

今回は，普段の自分たちの動き方などへの気付き
といった感想も多かった．体験をしたからこそ，気
付き，また将来の看護の展望については，かなり具
体的な援助について述べられていたことも，経験を
したからこそ得られたと考える．
患者の理解については，簡単に傾聴・共感できな

いが，傾聴・共感に努めることが大切であるため，こ
の体験をすることで，患者にはなれなくとも傾聴・
共感しようとする姿勢を示していた学びがあったと

考えられた．
�．成人看護（慢性期）の看護で擬似体験を

取り組む試み

二重作らは，擬似体験は �分でも効果があること，
また，日常生活で擬似体験することは，具体的援助
を考える機会を得るという意義をあげていた 	�．単
に擬似体験するだけでなく，促す援助を行うことが
直接的体験から反省的経験へとの学びを獲得するこ
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とができる
�．たとえば，実習では個々の学生に対
して面接や記録を通して導くことが可能である．一
方，大多数を相手にする講義の中で行うためには多
数に向かって投げかけたものをたくさんのアンテナ

が受け止めるためなんらかの方策を用いる必要が
ある．今回のレポートから，同じ言葉であっても受
け止め方は様々であることがうかがえた．擬似体験
後のレポート作成を行うことで，反省的経験を積む
ことができる学生もいれば，直接的体験で終わる学
生もいた．直接的体験で終わらないようにするため
に，講義中に口頭で内容について簡単に触れたが，
学びを反省的経験させるために，今回のように文章
にまとめることで，同体験をした他者の意見を目に

し，かつ体系化したものを見ることで，視覚・聴覚
の両方からのアプローチを取ることが可能であると
考える．
擬似体験の他には，闘病記を読むことも �つの手

段と考える���．�
�に関連した書籍では，立岩に
よる多くの �
�患者の意見などを集めた著書があ
る���．立岩の著書の中で，患者は，��
と死のこ
と，呼吸器のはずれた恐ろしさ，など，述べている．
看護者として，対象の支援を行う上では，このよう

な患者・家族の理解に向けて何らかの学習をする必
要がある．学生が体験によって，負の感情を抱いた
ことも，患者は学生以上に疾患の進行に直面してい
ることを考えると，擬似体験ではあるが，行う意味
はあると考える．しかし，闘病記は，あくまで，著
者である一患者の主観的な視点で書かれたものであ
り，使用にあたっては目的を明確にし，用いる必要
がある．また，コミュニケーションの重要性に気付

いたと述べていたことから，普段当たり前のように
行っていた声掛け・コミュニケーションも，単純な
声掛けではなく，考えた声掛けの重みに気がついた
といえる．学生の学びは，実際に体験したことを理

由に述べていたため，この擬似体験の導入は実習に
行く前など，時期を考慮して学生に経験させること
で患者への気付き・学びが得られやすいと考える．
張替は，体験学習の後のレポート課題のあり方や

実習との関連させた導入時期のあり方について課題
として述べていた���．本研究でも同様に今後は，こ
の結果を用いて，意図的に学生の患者理解を深めた
い．さらに学生の前後の学び（援助者としての態度・
学習内容），講義への取り入れる時期も併せて検討

していくことが今後の課題である．

結 論

� 神経難病患者擬似体験による，看護学生の学
びは，��看護者としての将来にむけての触発，
��体験によって変化した看護の考え方，��看
護援助の具体的方法，��患者としての心身の
変化，��患者の苦痛への理解的態度，の �つ
のカテゴリーに分けられた．

� 直接的体験のみの学生，反省的経験につなが

る学生といたため，擬似体験を行うことのみ
でなく，後のレポート作成・擬似体験後の講
義など反省的経験へとつなげる介入や学生の
前後の学び（援助者としての態度・学習内容），
講義への取り入れる時期も併せて検討してい
く必要がある．
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